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自治労県職連合・自治労県職労定期大会特集
9月7日（水）14時～

波止場会館で開催

定期大会で活動方針を確立しよう！
～誰もが安心して働くことができる労働環境、働きがいのある職場づくりをめざして～
9月7日（水）午後2時から、波止場会館(「大桟橋」入口)において、自治労県職連合第8回定期大会及び自治労県職労第34回定期大会を開催します。
県関係職員を取り巻く労働環境は依然として厳しい状況ですが、皆さんが安心して働くことができる環境、働きがいのある職場づくりを実現するために、活発な議論をして活動方針を確立しましょう！
今年は未虐（総合的児童虐待対策）の一環として、記念講演（右上枠内参照）も行いますので、是非ご参加ください。

◇◆◇２０１７年度活動方針（案）の概要◇◆◇

１．納得のいく賃金決定を！

（１）基本賃金

　①　賃金月額・一時金の引上げ、初任給・若年者賃金の大幅改善等を課題に、自治労本部や県労連の人事委員会勧告期の取組みに参加

　②　55歳時点での行政職5級到達が年々低下していることを踏まえた昇任昇格の改善

　③　臨任・非常勤職員の賃金水準の抜本的改善

　④　独立行政法人や第三セクターの組合と連携した、県職員同様の賃金改善

（２）調整額の維持・改善

①　根拠のない見直し提案は押し返し、困難性の増している職場実態の反映を求める。
　②　一方的な見直しは許さず、新たな措置についても検討させる。
（３）人事評価制度

①　「いたずらに差をつけるものではない」「地道に努力している職員を評価するためのもの」との人事評価制度導入時の確認を踏まえた運用を求める。
②　今年10月から導入される再任用職員の人事評価については、1年後にその状況を検証し、問題があれば見直しを行う。
2．安全で健康的な職場環境をつくろう！

（１）過重労働の撲滅を
　①　グループウエアを活用して在庁時間を把握するよう当局に求める。

②　人員問題も含め、各部局、職場ごとに時間外勤務の原因を明らかにさせる。

③　人員や組織の在り方など、例外や聖域を設けず、本当に必要な対策を策定させる。
（２）安全衛生委員会等の活性化を
①　各委員会を運営する職場の管理部門の人員確保など、月1回開催できる体制の整備を当局に求める。

②　開催内容についても、単なる報告だけでなく、法令に定められている調査・審議が十分行われるよう求めていく。

③　安全衛生委員会の活性化に向けて、安全衛生委員を担う組合員対象の学習・交流の場を設定。
（３）安全な職場環境の確立を
①　労働安全衛生法令で定められている温度、湿度、照度等の基準を厳守するよう当局に確認するとともに、点検・摘発運動を実施。

②　恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させるよう求める。

③　庁用自動車の更新について、使用する職員の不安を解消できるルールの確立をめざす。

（４）よりよいメンタルヘルス対策を

①　職員健康管理センターに産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて総合的なメンタルヘルス対策を確立するよう求める。
②　メンタル不全による療養休暇取得者、休職者が発生した職場については、産業医への報告・相談義務を課し、産業医の監督のもとでその原因を調査するよう求める。

③　早期発見・早期ケア対策として、採用後半年経過の職員を対象に保健師による面談を実施するよう求める。

④　復帰支援策として、リハビリ勤務実施状況の検証、復職支援計画全般を産業医が管理する体制・職場支援策の構築を求める。

３．働きがいの持てる職場をつくろう！

（１）必要な人員の配置を
①　組合員アンケートや個別の相談を踏まえて、過重労働職場について増員を行うよう、職場・局・人事当局への交渉を行う。

②　「欠員臨任はおかしい」との、県労連に対する黒川副知事の回答を踏まえて、欠員は正規職員をもって早急に解消するよう求める。

③　メンタル不全による療養休暇、休職については常勤職員を補充し、休職明けの一定期間については臨任職員の配置を継続するよう求める。

（２）臨任・非常勤・再任用職員の雇用を守り、労働条件を改善する取組み

①　「行政補助員制度」について、「他県の状況を調査する」との回答を足掛かりに、自治労県職共闘と連携し、制度の抜本的な見直しに取り組む。

②　一方的な雇い止めを行わないよう申し入れる。

③　臨任職員の雇用の空白期間の解消をめざす。

④　再任用職員、特に短時間職員の賃金の大幅改善をめざす。

⑤　臨任・非常勤職員の賃金の大幅改善をめざす。

⑥　休暇や通勤手当、健康診断、福利厚生など、正規職員との格差是正を求める。
（３）県職場にノーマライゼーションの風を

①　障害のある職員の通勤や執務の妨げとなる施設の改修を求める。

②　管理事務トータルシステムの改修にあたっては、これまでの労使確認や「障害者差別解消促進法」に基づき、誰もが使えるシステムとなるよう改修させる。

　③　視覚障害者のワークアシスタントの任用や派遣労働の導入など、障害のある職員の労働に関係する問題については、当事者や組合との事前の十分な交渉・協議を求める。

　④　職員の負担となっている、電話交換職場への派遣の配置は、解消するよう求める。

　⑤　加齢に伴う諸問題の解決に向けて、当事者も含めて検討するとともに、当局を協議のテーブルにつかせる。

　⑥　重度障害者雇用の障壁となっている「自力による通勤及び職務遂行が可能な人」という採用試験の受験資格の撤廃をめざす。

４．安心して働き続けられる環境整備の取組み
（１）子育て・介護を支援する取組み
①　管理監督者をはじめとした職員の意識啓発　を進めるよう当局に求める。

②　昨年の確定闘争における「研究する」との回答を踏まえ、介護短時間勤務制度の導入を当局に強く求めていく。

③　介護のためにやむを得ず退職した職員を対象とした復職制度の創設を求める。
（２）ハラスメントの根絶をめざす取組み
①　ハラスメントをなくしていくために、管理監督者をはじめとした職員の意識啓発や管理監督者研修の強化を進めるよう当局に求める。

②　定期的な調査と結果の公表を当局に求める。
（３）庁舎整備について
　　①　庁舎の新築・改修にあたっては、バリアフリーガイドラインに対応した施設とし、計画段階で障害当事者の意見聴取を求める。

　　②　庁舎の新築・改修にあたっては、労働安全衛生法令が遵守できるような設備（個別空調、休憩室の設置等）とするよう求める。

（４）福利厚生の確保について
　　①　各庁舎における食堂、売店、自動販売機については、仮設設置も含めて、工事後の設置に向けて職員厚生課交渉を行う。

　　②　健康診断の改善に向け職員厚生課交渉を行う。

５．産業技術センターの地方独立行政法人化・神奈川科学技術アカデミー（ＫＡＳＴ）との統合問題に対する取組み
①　KASTからの身分移管について、退職金をはじめ、賃金・労働条件がKASTに雇用が継続されていた場合と比較して不利益とならないよう措置させる。

②　新法人において、職員間で出身組織による処遇の格差が生じないような措置を行わせる。

③　設備・機器の計画的な更新等、新法人にふさわしい業務環境となるよう、当局に働きかける。

④　先行県で指摘されている課題について対処方針を明確に示すよう、引き続き当局に求めていく。

⑤　独立行政法人の設立に対応して、自治労神奈川県立産業技術総合研究所労働組合（仮称）を結成。
６．未虐（総合的児童虐待対策）の取組み
①　今年度は、講演会の開催をはじめ、学習活動を重点に、職域ごとに分科会を開催していく。
②　あわせて、児童相談所の実態を把握し、子どもたちのために十分機能できるような人的、予算的な課題を明確にして、組合の要求につなげていく。
自治労神奈川県本部主催

～思いを伝えたい～

非正規ではたらく仲間のつどい

日時：９月２４日（土）１０時～１５時３０分

会場：横浜国際ホテル２階 紅梅 (横浜駅西口徒歩５分)
＜内容＞　受付開始：１０時～

10：30　開会・基調提起

10：50　ＤＶＤ上映

「臨時・非常勤等職員を私たちの仲間に」

11：00　ディスカッション

「思いをかたちに～臨時・非常勤職員の立場から～」

○パネラー　高崎市立保育所　臨時・嘱託職員労働組合役員、
　　　　　　自治労群馬県本部　組織対策アドバイザー

12：00　活動報告　川崎市臨時・非常勤職員労働組合

12：15　ランチビュッフェ、グループトーク

14：30　グループ報告、集会集約
15：30　終了

※　託児室を開設、組合未加入の方も歓迎！

※　参加希望者は、組合事務所まで♪



















































参加費無料








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































